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◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆

  全国各地の小・中学校やＪＡでの食農教育活動を取り上げたニ
ュースを紹介します（日本農業新聞の記事から）。

【インデックス】
(1)　中学生のファームステイ16年　農業の大切さ伝える
     ／熊本・ＪＡ菊池青壮年部旭志支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2009/09/13/九州版）

(2)地場青果物を学給に　小・中校へ直接販売／画像や現物紹介　 
   密接に食農教育
   ／静岡・ＪＡとぴあ浜松
                                  （2009/09/10  東海版)
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(1)　中学生のファームステイ16年　農業の大切さ伝える
　　 ／熊本・ＪＡ菊池青壮年部旭志支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2009/09/13/九州版)
◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆

　【熊本・菊池】ＪＡ菊池青壮年部旭志支部は、地元中学生の「ふ
るさとファームステイ」に協力し、ホスト農家として学生らを受け
入れた。「ふるさとファームステイ」は菊池市立旭志中学校1年生
の恒例行事となり、今年で16年目となった。

　同中学校の1年生42人全員が参加し、8、9の2日間、21戸の農家に
泊まり込み、農作業体験をした。生徒らは、餌やりや牛舎の掃除、
搾乳や子牛の哺乳（ほにゅう）、シイタケ収穫やニンニクの袋詰め
などを体験した。

　希望者だけの受け入れから始まったファームステイも、1999年か
らは、1年生全員が参加するようになった。学校、PTA、ＪＡ青壮年
部、地域が一体となり取り組んでいる。1年生必須の授業として平
日に行い、中学生もこの日を心待ちにしている。

　青壮年部旭志支部の吉良昌芳部長(37)は「メンバーも快く受け入
れ、定着してきた。農業の大切さや楽しさが子どもたちにも伝わっ
ていると思う」と話した。

　酪農家で体験をした小場佐航君(13)は「きつかったが、牛のこと
や農家のことなど学ぶことが多かった」と感想を話した。閉級式後、
生徒らは感想文とホスト農家へのお礼の手紙を書いた。

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆
(2) 地場青果物を学給に　小・中校へ直接販売／画像や現物紹介　
    密接に食農教育／静岡・ＪＡとぴあ浜松
                                  （2009/09/10  東海版）
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 　【静岡・とぴあ浜松】ＪＡとぴあ浜松は、管内の小・中学校の
学校給食に使う地場の青果物を、直接販売している。地産地消を学
校給食に取り入れ、地場産の消費拡大と、その良さを知ってもらう
のが狙い。浜松市内の小・中学校5校と、ＪＡ静岡厚生連遠州病院
（浜松市中区）に、市場を通さず供給している。

　供給品目は三方原馬鈴薯（ばれいしょ）やチンゲンサイ、ミツバ、
小松菜、ミカンなど年間約30品目。午前8時30分までに納入してい
るが、新鮮で品質も良いと好評だ。ＪＡから学校側には、納入予定
農産物や旬を迎える農産物の畑、生産者の情報や画像などを送り、
掲示板で紹介している。

　3年前から食材を納入する浜松市立入野小学校では、給食の時間
にメニューを放送した後、地場産の野菜の特徴や収穫した場所など
を紹介。また配膳（ぜん）室の前にセロリなどの鉢植えを展示、実
付きのトウモロコシの株を提供し子どもたちが皮をむく体験をする
など食育にもつなげた。

　栄養士の池島千恵子さんは「実際に野菜に触れたり、農産物が畑
でどのように作られているのか、写真で見ることで関心度が高くな
り、給食を残さないように食べようという意欲が出てきた」と効果
を口にする。

　ジュニアベジタブル＆フルーツマイスターの資格を取得したＪＡ
職員が小学生の父母を対象にした野菜講座も開く。地場青果物をＰ
Ｒすることで学校給食だけでなく、家庭でも地産地消を取り入れて
もらう狙い。産地ならではの食べ方や特徴などを紹介している。

  ★グループ登録について★

  グループ登録は毎年更新の手続きが必要になります。グループ登
録を希望される方は、下記の登録フォームに必要事項を入力して送
信して下さい。
　http://www.kodomofarm.net/entry/index.html

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆

●本メールは、これまで「子どもファーム・ネット」にグループ登
　録を頂いている代表者の方に配信しております。

●また、配信をご希望されない方は、お手数ですが下記のE-Mailア
ドレスにご連絡下さい。
　jimukyoku@kodomofarm.net

●お問い合わせ

　本メールに関するお問い合わせは、 kodomo@kodomofarm.net　
　までご連絡下さい。

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆
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